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はじめに

　このドキュメントでは、Xoopsモジュールのe-fritのver.061について解説します。基本的な使用方法・機能は、これまでのバージョンと変わらないので、http://iitaka.no-ip.info/documentsをご参照ください。ですが、なるべく色々な環境で使えるようにするべく、修正しましたので解説いたします。

改善点1

　これまでのe-fritの動作環境する環境は、文字コードの制約があり、かなり限られたものだったかも知れません。ですが、こうした問題は、モジュールインストール時のsqlのインサート時に、「DEFAULT CHARACTER SET utf8」を実行することで、少なくとも私の環境では回避されました。

　データベースのデフォルト文字コードは、sjis以外でしたらば、問題はないと思います。ですが、MySQL4.1未満のテスト環境を現在持っていませんので、4.1未満での動作は未確認ですが、パッケージに同梱の「Ifrit/sql/mysql2.sql」のそれぞれのCREATE TABLE分の末尾に「DEFAULT CHARACTER SET utf8」を加えて、「e-frit041_df.doc（Xoopsモジュールe-frit0.41の解説）」の手順に従ってみてください。問題が生じた場合には、ご一報ください。

改善点2

　これまでは、Xoopsの改造版であるホダ塾のことはあまり意識していませんでした。ですが、ホダ塾は色々なモジュールが付属しており、利用者が多そうなので、これにできるだけ対応するようにしました。具体的には、これまでは言語ファイルは、「Japanese」向けしか用意していませんでしたが、「ja_utf8」（本家のXoopsではインストール時には選択できないですが、ホダ塾にはこうした選択肢があります）の向けの言語ファイルも用意しました。

改善点3

　また、環境によっては、ブロックのテンプレートの読み込みができないことが判明しました。これはXoopsのバージョンによっては、ブロックの中でDBを直接読み込むと警告を発し、警告を受け取るとブロックの読み込み自体が停止される仕組みになっているからのようです。

　ここは素直に、Xoopsの用意しているDB接続方法を使用して、テスト情報をブロックに表示するようにしました。
開発・テスト環境
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cube_legacy_2_1_6および、xoops-2.0.16a-JPおよび、hd_full_1_0_2および、hd_full_1_0_3で動作を確認しました。問題等を発見された方は、ご連絡をお願いいたします。

